18　賢者と不肖
問一　「不レ能レ」（５行目）を書き下し文にせよ。
問二　「雖欲無亡」（９行目）を平仮名（現代仮名遣い）だけで書き下し文にせよ。
解答
問一　用ゐる能はず
問二　ほろぶることなからんとほつすといえども
解説
問一　「不能」は、「あたハず」と訓読し、「できない」の意。
問二　「雖」は、「…トいへドモ」と返読し、「たとえ…であっても」の意。
      「欲」は、活用語から返読して、「…ントほつス」と読み、「…したい」の意。
「無」は、否定形。「なシ」と訓読し、「ない」の意。体言を否定するので、下の語が活用語だったら体言化する必要がある。ここでは「亡ぶ」の連体形にし「こと」をつける。「亡ぶること」。
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